
  

R6 年度 大阪星光学院中学校 
算数  入学試験問題 

解答と解説 
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(2) 点 Q が動いてできる線は，下の図の太線部分とな

ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
上の図で， 

ア＝6×π× 3
1
＝2π，イ＝4×π× 4

1
＝π 

なので，点 Q が動いてできた線の長さは， 
2π×4＋π×2＝10π＝31.4 cm 

です。 
(3) 問題の条件をフローチャートに整理すると，次のよ

うになります。 
          兄                   弟 
         ア .               イ . 
         ↓＋800 円             ↓＋800 円 

         ○11                    ○6  

         ↓→○2.2 ＋400 円       ↓ 

         ○8.8 －400 円          ○6  
           
         ○7.8                  ○6  
上のフローチャートより， 

○8.8 －400 円＝○7.8 ⇒○1 ＝400 円 
なので，はじめの兄の所持金は， 
 ア ＝○11 －800 円＝4400 円－800 円＝3600 円 

です。 
(4) 紙の重なった枚数を分析すると，次のようになりま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
上の図で，ア＝2×1＝3 cm2，イ＝1×1＝1 cm2 
なので，紙が 2 枚重なった部分の面積は， 

(3＋1)×4＝16 cm2 

です。 
 

(5) A の千の位の数字が５ 
    A：５ ３ ３ １ 
    B：４  ３ ２ ２ 
        の並べかえが，3C1＝3 通り， 
        の並べかえが，4×3＝12 通り 
    なので，全部で，3×12＝36 通りです。 

  A の千の位の数字が３ 
    A：３ ５ ３ １  →2 通り 
    B：３  ４ ２ ２   →3C1＝3 通り 
       ２ ４ ３ ２   →3×2×1＝6 通り 

  
    A：３ ３ ５ １  →2 通り 
    B：３  ２ ２ ４   →2 通り 
       ２ ２ ３ ４   →3×2×1＝6 通り 

 
    A：３ １ ５ ３  →2 通り 
    B：２ ２ ３ ４   →3×2×1＝6 通り 
  なので，2×9＋2×8＋2×6＝46 通り 
以上より，A＞B となるような 2 つの数の組は， 

36＋46＝82 通り 
あります。 

【２】 
(1)  

 
 
 
 
 
 
 
状況図より，2 回目に，△APD＝300 cm2となるのは， 
点 P が，30×2＋(30－20)＝70 cm 進んだときで， 

70÷3＝ 秒後3
70  

が答えです。 
(2) △APDと△AQDの面積の変化の様子をグラフに整

理すると，次のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上のグラフで，斜線部分の三角形の相似（相似比は，

2.5 s：10 s＝1：4）に着目すると， 
ア：イ＝1：4 

なので，1 回目に，△APD＝△AQD となるのは， 

7.5× 5
4
＝6 秒後 

2 回目に，△APD＝△AQD となるのは， 
10×3－6＝24 秒後 

です。 
(3) 3 点 A，P，Q が初めて一直線上に来たときの状況

を整理すると，次のようになります。 
    《○1 (秒後)の図》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
上の状況図で， 

EQ＝☆＝(○3 －30 cm)÷2＝○1.5 －15 cm 
なので， 

(○1.5 －15 cm)＋(○2 －15 cm)＝30 cm⇒○1 ＝ cm7
120  

より， 秒後7
120

が答えです。 

 
【３】 
(1) まずは，「あみだくじ」により，1，2，3，4，5 の

数字の位置がどのように変化するかを調べておきま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
すると，「あみだくじ」により，数字の位置の変化を

見ると，  1→左から 4 番目，2→左から 5 番目 

   3→左から 1 番目，4→左から 3 番目 

   5→左から 2 番目 

と移動するので，これを， 
[1，2，3，4，5]→[4，5，1，3，2] 

と表すことにします。 
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よって，「あみだくじを 2 個」つなげると，1～5 の数

字の位置は， 
    [1，2，3，4，5]  →  [4，5，1，3，2] 

                     →  [3，2，4，1，5] 

つまり，1→左から 3 番目，2→左から 2 番目 

  3→左から 4 番目，4→左から 1 番目    

  5→左から 5 番目 

に来るので，数字の列の並びは， 
「4，2，1，3，5」 

となります。 
 

(2) 数字の位置の変化をループ図に書いて整理すると，

次のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
         （周期 3）            （周期 2） 
よって，数字の列「1，2，3，4，5」が初めて元どお

りになるのは，あみだくじを， 
LCM(2，3)＝6 個 

使ったときです。 
 
 

(3) あみだくじを，「2」からなぞるとき，横に移動する

のは， 
 
 
 
 
 
 
 
       3 回                     3 回 
のくり返しなので，あみだくじを 50 個使うと， 

50÷2＝25(周期) 
より，横に， 

(3＋3)×25＝150 回 
移動します。 

また，あみだくじを，「1」からなぞるとき，横に移動

するのは， 
 
 
 
 
 
        3 回                   3 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              2 回 
のくり返しなので，あみだくじを 50 個使うと， 

50÷3＝16(周期)あまり 2 
より，横に， 

(3＋3＋2)×16＋(3＋3)＝134 回 
移動します。 
 

【４】 
(1) 右の図のように分けて

考えると， 
(五角形 ABCHF) 

：(六角形 ABCDEF) 

＝( 6
1
＋ 3

1
＋ 6

1 )：1 

＝2：3 が答えです。 
(2) 右の図のように， 
延長線 EJ，BJ， 
延長線 EK，BK 
を引いて考えると， 
太線部分の三角形の相似 
(相似比は(4＋6)：2 
＝5：1)より， 
EI＝(6＋6)÷5＝2.4 
なので，色のついた部分 
の三角形の相似に着目して， 

CI：IH＝6：(3＋2.4)＝10：9 
です。 

(3) 内側平行線GLを引いて考

えると，変化量に着目して， 

GL＝3＋(6－3)×
⑥

①  

   ＝3.5 
なので，斜線部分の三角形の

相似に着目して， 
BI：IG ＝6：3.5 
       ＝12：7 
が答えです。 

(4) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上の図のように分けて考

えると， 

     △CGH＝( 6
1
＋ 6

1 )－( 9
1
＋ 36

1 )＝ 36
7  

     △IGH＝ 36
7

× 19
9

＝ 684
63  

     △IGC＝ 36
7

× 19
10

＝ 684
70

なので， 

（四角形 CDGI の面積）：（四角形 IGEH の面積） 

＝( 9
1
＋ 684

70 )：( 36
1

＋ 684
63 )＝73：41 です。 

 
【５】 
(1) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
容器に残った水は，上の図のような三角柱なので， 

体積は，1×4× 2
1
×3＝6 cm3です。 

(2) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
状況を整理すると，上の図のようになるので， 

水面の高さは，△1 ＝4 cm× 12
1
＋

＝ cm3
4

です。 

(3) 容器に残った水は， 
「台形柱 BPEF-CQHG」から 

「四角すいアと台形柱イ」 
を取り除いた，下の図の太線枠部分です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここで， 
(台形柱 BPEF-CQHG の体積) 

             ＝{(1＋4)×3× 2
1 }×10＝75 cm3 

(四角すいアの体積)＝( 4
9
×3)×3× 3

1
＝ 3cm4

27  

(台形柱イの体積)＝{( 4
9
＋3)×1× 2

1 }×3＝ 8
63 cm3 

なので，容器に残った水の体積は， 

75－( 4
27

＋ 8
63 )＝ 3cm8

483  

です。 
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